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１．はじめに 

 

このたびは『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』（ヘルメスＵＳＢ）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

 

ご使用頂きたい便利な機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能①】 ２台のカメラ接続 

 それぞれ別々の部屋をモニター出来ます。 

   【接続例】 

 

 

 

 

 

【機能②】 動体検知 

 

 

 

 

 

画像の変化が感度調整バーを越えたところをアラームとし、その瞬間の画

像を添付したメールを送ります。ユーザーの使用環境に合わせてバーを調

整してみて下さい。 
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【機能③】 Ｗｅｂ公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機能④】 メール送信 

 

 

 

 

 

 

 

【機能⑤】 スケジュール管理 

 

 

 

 

 

 

 

【機能⑥】 パスワードロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Webページには通常ページと動体検知により発せられたアラームを表

示するアラームページが用意されています。アップロードすればすぐに

使えるホームページ用ソースとなっております。ホームページを少し作

成したことのある方は、Web ページ内の表示文字等の修正が出来るよ

うに、『HermesUSBWeb 取扱説明書』（CD-ROM 内）にソースの説

明が付いています。またアップロード方法についても説明が付いてい

ますので、どなたでもWeb公開が出来ます。 

カメラ毎に週間・日間単位の動作スケジュールが最大２００個組めま

す。学校内の授業風景を授業時間割に合わせて動作させたり、実験

用に画像の録画を数分おきに行ったり、夜間の状態を録画したり、夏

休みの植物観察用に使用したりと色々なシーンでご使用になれます。 

メールの本文には、自動的にカメラ番号・アラーム番号・アラーム時間

およびアラーム時の画像が添付されます。本文中には、URL の表示

が出来ますので、メールの設定時にWebの公開先アドレスを記入して

おくと、携帯でメール着信した時、携帯画面内のURLを選択するだけ

でアラーム画面を表示する事が出来ます。 

設定したパスワードによる操作ロックが可能です。 

プログラムの起動・終了、設定変更など各操作を行う際には、パスワー

ドの入力画面が表示され操作が制限されます。 
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【機能⑦】 録画・再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』は、今までのＨｅｒｍｅｓシリーズで培われたノウハウをもとに、パン、チルト・ズーム等、高

機能カメラでの制御部を取り除き、新たに動体検知を追加することにより、幅広く皆様にお使いいただける

ように致しました。 

 マニュアルも ＜はじめよう！『ＨｅｒｍｅｓUSB』＞ により、まず『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』の初期動作を試していた

だき、この説明書『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ取扱説明書（ＣＤ－ＲＯＭ内に収容）』の「Ⅰ．簡単導入編」で、動体検知

を使ったアラーム（お知らせ）機能やスケジュール機能など基本的な使い方について説明し、「Ⅱ．詳細編」

では、更に詳しい使い方を説明しています。 

 また『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢＷｅｂ取扱説明書（ＣＤ－ＲＯＭ内に収容）』では、Ｗｅｂ利用に際してのブラウザ（イン

ターネットエクスプローラー）の設定方法、ホームページ上の閲覧方法や、セキュリティーを考慮した認証ペ

ージ作成方法なども解説しております。 

 今回のバージョン(Ver.2.0)では、操作画面のデザイン変更や初期設定ウィザードを設ける等して、より使

い易くなりました。また、パスワードロック等の新しい機能も追加されましたので是非ご利用下さい。 

 

【設定記入シートについて】 
お客様が設定した内容を記録しておくための「設定記入シート」を添付しました。 

インストール先の「Tools」フォルダに「設定記入シート.xls」及び「設定記入シート.pdf」が格納されています。 

（デフォルトの場所にインストールした場合：C:¥Program Files¥ytk¥HermesU2¥Toolsフォルダ下） 

 

・「設定記入シート.xls」（Microsoft Excel 形式） 

  直接、設定記入シートに入力・保存してご利用することが可能です。 

  Microsoft Excelがインストールされている必要があります。 

 

・「設定記入シート.pdf」（PDF 形式） 

  Microsoft Excelがインストールされていない場合は、こちらを印刷してご利用下さい。 

  Adobe Acrobat Readerがインストールされている必要があります。 

  （アドビシステムズ社のサイト http://www.adobe.co.jp よりダウンロードできます。） 

通常時とアラーム時で録画間隔の設定を変更する事が出来ます。また

録画容量をディスクの空容量により制限することも出来ます。空容量が

設定値以下になると古い録画ファイルから削除されます。 

録画ファイルは「記録の一覧」および「記録のトピックス画像」として画面

に表示されます。各ファイルをダブルクリックすると再生が始まります。 
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２．製品仕様 

 

機 能 諸 元 

登録カメラ数 最大２台 

同時表示カメラ数 最大２台 

接続可能なカメラ※１ DirectX対応カメラ 

カメラ制御 録画開始／停止／再生 
カメラ接続／切断 

メール送信 タイマーおよび動体検知によりアラーム発生時に送信。 
画像添付（JPEG）が可能。 

情報テキストアップロード アラーム状態、撮影日時、画像名などの情報を記述したテキストをアップロ

ード。画像と共にアップロード。 
Webインターフェイス 

画像アップロード(JPEG) タイマーによるアップロード。 
2種類の画像サイズを指定し、どちらもアップロード可能。 

種類 ウィークリータイマー（毎曜日）、ディリータイマー（毎日）、アウアリータイマ

ー（毎時） 
スケジューラ 

機能 制御プログラム起動／終了 
カメラ接続／切断 
録画開始／停止 

ＵＤＰ リザーブ：４０００～４０２０※２ 使用するポート 

ＴＣＰ プログラム間通信：４１００ ・・・・初期設定。変更可能 
ＦＴＰ、メール使用時はそれぞれのポートを使用します。ユーザー指定。※３ 

※１ カメラの動作はメーカーにより異なります。カメラおよびデバイスドライバの動作を保証するものではありません。 

※２ 確保していますが、現在使用しておりません。 

※３ これらのポートをファイアウォールソフトウェアやルータなどで禁止していると、正常に動作しません。 

 

 
３．動作環境 

 
CPU カメラ１台接続の場合：Pentium4 １GHｚ相当以上 

カメラ２台接続の場合：Pentium4 2GHｚ以上 
メモリ カメラ１台接続の場合：１２８MB以上（２５６MB以上推奨） 

カメラ２台接続の場合：２５６MB以上（５１２ＭＢ以上推奨） 
ハードディスク ８０MB以上の空きエリア（仮想メモリ含まず） 
OS Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００／ＸＰ 

 
ネッットワーク メールやＦＴＰを利用する際にはインターネット接続環境が必要。（ＡＤＳＬ推奨） 
カメラ入力 ＵＳＢカメラ、ビデオキャプチャーカード、ＩＥＥＥ１３９４インターフェース装備のＤＶカメ

ラ等のＤｉｒｅｃｔＳｈｏｗ対応製品 
ビデオカード １０２４×７６８ドット ２５６色以上（４０９６以上推奨） 
その他 ＤｉｒｅｃｔＸ８以上がインストールされていること。※１ 
※１ ＤｉｒｅｃｔＸはマイクロソフト社のＷＥＢサイトから入手できます。 
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４．ご利用上の注意 
 
以下の点にご注意ください。 
No. 注意点 説明 
１ 動作が安定しないときは、動作環境を確認し
てください。 

ＣＰＵ，メモリ，ＯＳの要件を確認してください。 
※要件を満たさない場合、コンピュータの動作が

不安定になったり、予測できない挙動をすることが

あります。 
ＤｉｒｅｃｔＸを最新のバージョンにしてください。 
カメラのドライバを最新バージョンにしてください。 

２ ＵＳＢハブで分岐して、複数のＵＳＢカメラを
接続することはできません。 

パソコンによってはＵＳＢカメラを１台しか認識できな

いものや、フロントとリアのポートに１台づつ接続した

ときのみ２台を認識できるものがあります。デバイスマ

ネージャーでイメージングデバイスを表示させ、カメ

ラが認識されているか確認してください。 
３ プロバイダの FTP サーバーを利用するとき
は、アップロード回数に注意してください。 

一日当たりで FTP アップロード回数を制限している
プロバイダがあります。この場合には、画像アップロ

ード間隔を減らすなどの対処が必要です。 
４ ファイアウォールソフトが動作している場合、
幾つかのポートを許可しないと正常に動作し

ない場合があります。 

「２．仕様」に記述してあるポートがブロックされている

と、ＦＴＰアップロード、メール送信ができないといっ

た症状がでる可能性があります。症状に合せて、該

当ポートをファイアウォールソフトウェアで許可してく

ださい。 
                                                              
 
 
 
５. 御問い合わせ 
 
本製品についての御問い合わせは、下記アドレスの電子メールで御願い致します。 
 
hermes@ikoyo.co.jp 
 
また、弊社WEBサイトにて製品に関連するご案内を致しますので随時ご覧下さい。
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Ⅰ 簡単導入編 

別刷 はじめよう！『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』 では、ソフトウェアのインストールからＷＥＢ公

開、アラームメール送信までの手順を一気に進めました。一方、この簡単導入編で

は、基本的な使い方について順を追って説明致します。 

なお、本編は初めてご利用になる方が簡単にソフトウェアをご利用いただけることを

目的としております。そのため、標準のインストール環境でのご利用を想定し、詳細な

説明を省略致します。 

イントール時の設定を変更したい場合や、このソフトウェアが持っている高度な機能を

利用したい場合には「Ⅱ 詳細編」もお読み下さい。 
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１．簡単導入編の読み方 

 

まず初めに「２．ソフトウェアのインストール」からお読みください。 

そのあと、下の見出しのページに進んでください。 

 

 

 

これからソフトウェアをコンピュータに導入するには ・・・・・・・・・・ 

 

 

ウィザードを使ってＦＴＰおよびメールの設定をするには ・・・・・・ 

 

 

プログラムの起動／終了をするには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

カメラ映像を見るには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

カメラ映像を録画・再生するには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

侵入者を見張るには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

あなたのホームページでライブ中継を行うには ・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

アラーム発生時に画像添付メールを送るには ・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

ライブ中継の曜日や時間を設定するには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

パスワードによる操作ロックをするには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

６．録画・再生             Ｐ．２3

２．ソフトウェアのインストール    Ｐ．10

７．見張る（動体検知）       Ｐ．２9 

１０．スケジュールを作成する   Ｐ．43 

４．起動と終了             Ｐ．１9 

３．初期設定ウィザード       Ｐ．１3

８．ホームページを公開する    Ｐ．35 

９．メールを送る           Ｐ．３9  

１１．パスワードロック        Ｐ．45 

５．カメラ映像を見る          Ｐ．２1
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２．ソフトウェアのインストール 

 

インストールは、製品ＣＤ－ＲＯＭをドライブに挿入するだけで簡単に実行できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降は、インストーラの指示にしたがってインストールして下さい。 

※インストーラの手順については、パッケージに同封の『はじめよう！HermesUSB』に記載されています。 

 

既に古いバージョンの『ＨｅｒｍｅｓUSB』がインストールされている場合には、古い『ＨｅｒｍｅｓUSB』を先にア

ンインストールしておく必要があります。以下にアンインストールの手順を説明します。 

＜アンインストール：WindowsXPの場合＞ 

①「スタート」→「コントロールパネル（Ｃ）」を選んでください。 
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②コントロールパネルが表示されたら、プログラムの追加と削除をダブルクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③現在インストールされているプログラムが表示されますので、『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』を選んでから、変更と削除 

ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④確認メッセージがでますので、はい（Ｙ）ボタンを押してください。 
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⑤アンインストールが始まります。 

完了すると、一覧から削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当バージョン(Ver.2)をアンインストールする場合も、同様にして行って下さい。
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３．初期設定ウィザード 
 

初期設定ウィザードは、ＦＴＰ機能およびメール機能の設定を行う事が出来ます。 

このウィザードを使用すると、「ＦＴＰとメール」設定ダイアログの内容および「カメラ別」設定ダイアログの「メー

ルの内容」を簡単に設定することが出来ます。以下でウィザードの設定手順と対になる設定ダイアログの内

容を記します。 

※「ＦＴＰとメール」設定ダイアログおよび「カメラ別」設定ダイアログの詳細につては「Ⅱ詳細編」を参照して 

下さい 

 

【初期設定ウィザードの起動方法】 

＜WindowsXPの場合＞ 

「スタート」→「すべてのプログラム（Ｐ）」→「ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ Ver.2」→「初期設定Wizard」 

 

【設定手順】 

①Windowsのスタートメニューよりウィザードを起動すると、初めに下図の様なメール設定についての注意 

書きが表示されます。「次へ>>」を押して下さい。 

※インストール完了時の初期設定ウィザードでは表示されません。 
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②ホームページを公開する場合は、「ＦＴＰ機能の使用」にマークして下さい。 

アラーム画像添付メールを送信する場合は、「メール機能の使用」にマークして下さい。 

マークしたら「次へ>>」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この画面で設定されるダイアログの内容】 

「設定」→「FTPとメール(X)」の「全般」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィザードの内容が「ＦＴＰ機能を使う」「メール機

能を使う」に反映されます。 
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③ＦＴＰ機能を使用する場合は、ＦＴＰサーバーの設定をして下さい。 

設定したら「次へ>>」ボタンを押して下さい。 

※「ＦＴＰ機能の使用」にマークしていない場合、この設定項目は表示されません。 

※ＦＴＰサーバーの情報については、ご契約しているプロバイダ等にお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この画面の設定と対となる設定ダイアログ】 

「設定」→「FTPとメール(X)」の「ＦＴＰサーバー」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト名： 

ご契約しているプロバイダ等のＦＴＰサーバー 

名を入力して下さい。 

ユーザーID、パスワード： 

ＦＴＰサーバーへ接続するためのユーザーID 

とパスワードを入力して下さい。 

画像格納先サブディレクトリ： 

カメラ画像をアップロードするディレクトリを指定 

します。 

※デフォルトでは、ＦＴＰサーバーの初期ディレ 

クトリ（ＨＴＭＬソースや画像が格納できるディ 

レクトリ）を「public_html」として設定してあり 

ます。異なる場合は変更して下さい。 

ウィザードの内容が「ホスト」「ユーザーID」「パスワ

ード」「サブディレクトリ」に反映されます。 
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④メール機能を使用する場合は、メールサーバーの設定をして下さい。 

設定したら「次へ>>」ボタンを押して下さい。 

※「メール機能の使用」にマークしていない場合、この設定項目は表示されません。 

※メールサーバーの情報については、ご契約しているプロバイダ等にお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この画面の設定と対となる設定ダイアログ】 

「設定」→「FTPとメール(X)」の「ＦＴＰサーバー」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＭＴＰホスト名（あるいはIPアドレス）： 

ご契約しているプロバイダ等のＳＭＴＰサーバ 

ー名を入力して下さい。 

ユーザーID： 

メールサーバーへ接続するためのユーザーID 

を入力して下さい。 

送信者の名前： 

メール受信者に通知する送信者の名前を入力 

して下さい。（※半角英数字） 

送信者のメールアドレス： 

メール受信者に通知する送信者アドレスを入力 

して下さい。 

 

ウィザードの内容が「ＳＭＴＰサーバー」「ユーザー

ＩＤ」「送信者名」「送信者アドレス」に反映されま

す。ＰＯＰ認証が必要な場合は、この設定ダイアロ

グを開いて、設定を行って下さい。 
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⑤メールの宛先、本文の内容を設定して下さい。「宛先リスト」「本文」はＦＴＰサーバーおよびメールサーバ 

ーで設定した内容をもとに自動設定されます。内容をご確認の上、異なる場合は設定を変更して下さい。 

 設定したら「次へ>>」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【この画面の設定と対となる設定ダイアログ】 

「設定」→「カメラ別(Y)」→「Camera1」および「Camera2」の「メールの内容」タブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宛先リスト： 

初期は、メールサーバー情報画面で設定した 

「送信者のメールアドレス」が自動設定されま 

す。異なるアドレスに送信する場合は入力を行 

って下さい。宛先が複数の場合は、アドレス毎 

に改行して下さい。 

本文： 

デフォルトでは、アラーム番号・アラーム日時・

カメラ 名・ 設 置 し た ホ ー ム ペ ー ジ

（HermesUSBWeb）のURLを記述しておりま

す。変更がある場合は入力を行って下さい。 

特にホームページのURLについては、ご利用

する Webサーバー（ご契約しているプロバイダ

ーのホームページエリア等）により異なりますの

で、内容をご確認下さい。 

このページの設定を行わない： 

このチェックボックスにチェックすると、メールの 

送信宛先および本文の設定を行いません。 

既に設定がされていて、上書きしたくない場合 

はチェックして下さい。 

ウィザードの内容が「宛先リスト」「本文」に反映さ

れます。各カメラの「タイマーメール」「アラーム１メ

ール」「アラーム２メール」全てに同じ内容が設定

されます。それぞれに異なる内容を設定したい場

合は、この設定ダイアログを開いて、入力を行って

下さい。 
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⑥設定保存の確認画面が表示されますので、「次へ>>」ボタンを押して下さい。 

 設定内容を再確認したい場合は、「<<戻る」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦設定が完了しました。 

「完了」ボタンを押して、ウィザードを終了して下さい。 
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４．起動と終了 

 

『HermesUSB』の起動と終了、および「カメラウィンドウ」の起動と終了の仕方を以下に記します。 

『HermesUSB』の設定変更を行った場合は、以下を参考に再起動を行い設定を有効にして下さい。 

 

４―１．『HermesUSB』を起動する 

Windowsのスタートメニューから「HermesUSB」を選択して下さい。 

＜WindowsXPの場合＞ 

「スタート」→「すべてのプログラム（Ｐ）」→「ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ Ver.2」→「ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ」 

 

 

 

 

 

 

『HermesUSB』が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初期動作でカメラの設定がされている場合は、起動時に下図の様な自動処理カウント画面が表示されます。 

初期動作（カメラ映像の表示など）を行わずに、設定を行いたい場合は「設定を行う」ボタンを押して下さい。 
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４－２．『HermesUSB』を終了する 

タスクバーの『HermesUSB』のアイコンを右クリックして、メニューから「終了(X)」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－３．「カメラウィンドウ」を起動する 

タスクバーの『HermesUSB』のアイコンを右クリックして、メニューから「カメラウィンドウ起動(Z)」を選択して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－４．「カメラウィンドウ」を終了する 

タスクバーの『HermesUSB』のアイコンを右クリックして、メニューから「カメラウィンドウ終了(Z)」を選択して

下さい。 

 

 

 

 

 

 

右クリック 
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５．カメラ映像を見る 

 

『HermesUSB』でカメラ映像を見るには「初期動作」の設定および「カメラ別」の設定を行う必要があります。 

※設定を行う前にカメラの接続を行って下さい。 

 カメラの接続方法については、ご使用するカメラに付属のマニュアルを参照して下さい。 

 

①『HermesUSB』の「設定」メニューから「初期動作」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「初期動作（W）」 

 

②「カメラ」タブの「Camera1」のチェックボックスにチェックして「保存」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「メイン設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

④下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 『HermesUSB』の「設定」メニューから「カメラ別」設定の「Camera1」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「カメラ別（Y）」→「Camera1」 
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⑥「カメラ」タブの「カメラID&ドライバ」からご使用するカメラドライバを選択し「保存」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦「カメラ設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

⑨『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動します。（「４．起動と終了」を参照） 

『HermesUSB』を起動すると、カメラ映像を見ることが出来ます。 
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６．録画・再生 

 

カメラ映像をハードディスクに録画して、それを再生することが出来ます。 

６－１．録画 

カメラ映像を録画するには、以下のように設定して下さい。 

※「５．カメラ映像を見る」の設定をしていない場合は、まずそちらの設定を行って下さい。 

※アラーム録画を行なう場合は、「７．見張る（動体検知）」の設定を行って下さい。 

 

①『HermesUSB』の「設定」メニューから「カメラ別」設定の「Camera1」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「カメラ別（Y）」→「Camera1」 

 

②通常録画を行う場合は、「タイマーアクション」タブの「起動時に録画開始」にチェックして下さい。 

 必要であれば、「１フレーム録画間隔」及び「１ファイル当たりの録画時間」の設定を変更して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③アラーム録画を行なう場合は、「アラームアクション」タブの「録画」にチェックして下さい。 

 必要であれば、「１フレームの録画間隔」及び「発生前～秒間も記録する」の設定を変更して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「保存」ボタンを押してください。 
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⑤「カメラ設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

⑦『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動して下さい。（「４．起動と終了」を参照） 

 

⑧カメラ映像の左上に「REC」マークが表示されていることを確認して下さい。 

「REC」マークは録画している時に表示されます。 
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６－２．再生 

「記録の一覧」および「記録のトピックス画像」から録画ファイルをダブルクリックすることにより再生できます。 

「記録の一覧」と「記録のトピックス画像」は対になっていて、「記録の一覧」からリストをクリックすると、そのフ

ァイルのサムネイル画像（「記録のトピックス画像」）が選択されます。サムネイル画像をクリックした場合も、

「記録の一覧」からそのファイルのリストが選択されます。 

 

【再生方法】 
①「記録のトピックス画像」から再生したいファイルをダブルクリックして下さい。 

 ※録画中のファイルは再生する事が出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「録画ファイル再生中」画面が表示され選択した録画ファイルが再生されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 カメラ２台を接続している場合は、「記録の一覧」部分に「カメラ選択」ボタンが表示されます。 

 ボタンを押すと、そのカメラの「記録の一覧」および「記録のトピックス画像」に切り替わります。 

サムネイル画像をダブルクリック 

「カメラ選択」ボタン 
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また、再生中に「カメラ映像」「動体検知１」「動体検知２」ボタンを押して映像を切り替えた場合、それぞれの

映像画面の上側に「再生画面」ボタンが表示されますので、再生画面に戻りたい時はこちらを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【録画ファイルの削除】 
①「記録の一覧」もしくは「記録のトピックス画像」から削除したいファイルを選択し、右クリックすると「削除 

(Z)」メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 ※「Shift」キーまたは「Ctrl」キーを押したままクリックすると複数選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「削除(Z)」を選択すると、「記録の一覧」および「記録のトピックス画像」から削除されます。 

再生中に「カメラ映像」ボタンを押した場合 

「再生画面」ボタンが 

表示されます。 

クリック 「Shift」キーを押したままクリック 

指定範囲が全て選択されます。 

図の場合３つのファイル。 

クリック 「Ctrl」キーを押したままクリック 

指定したファイルが全て選択されます。 

図の場合２つのファイル。 
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６－３．通常録画とアラーム録画の「記録のトピックス画像」表示 

録画には通常録画とアラーム録画があります。 

各設定内容により「記録のトピックス画像」への表示内容が異なります。 

 

１）通常録画とアラーム録画を行なう設定にした場合 

この場合「記録のトピックス画像」の「通常録画（～個）」タブにサムネイル表示されます。 

「タイマーアクション」タブの「１ファイル当たりの録画時間」に設定した時間毎にファイル数が増加します。 

アラーム発生時の録画も通常録画ファイル内に含まれるので「動体検知１」「動体検知２」タブには表示され

ません。 

 

【設定内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記録のトピックス画像】 
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２）アラーム録画のみを行なう設定にした場合 

この場合アラーム１が発生した場合には「記録のトピックス画像」の「動体検知１（～個）」タブに表示され、 

アラーム２が発生した場合には「記録のトピックス画像」の「動体検知２（～個）」タブに表示されます。 

アラームが発生する毎に、それぞれのタブにファイル数が増加します。 

「通常録画（～個）」には表示されません。 

 

【設定内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記録のトピックス画像】 

 

チェックしない 
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７．見張る（動体検知） 

 

カメラ画像の変化を捉えてお知らせする動体検知（アラーム）機能があります。 

この機能を使えば、指定したメールアドレスに画像を添付したアラームメールを送ったり、ホームページでア

ラームの発生時の画像を見ることが出来ます。またアラーム時に音声ファイル（WAV 形式）を再生する事も

出来ます。 

 

アラーム画像をホームページで見る設定については「８．ホームページを公開する」を参照して下さい。 

アラーム時にメールでお知らせする設定については「９．メールを送る」を参照して下さい。 

 

７－１．動体検知の設定 

 

動体検知エリアは、各カメラに２カ所設定することが出来ますが、ここでは、「Camera1」に動体検知を１カ

所設定する方法を記します。 

※「５．カメラ映像を見る」の設定をしていない場合は、まずそちらの設定を行って下さい。 

 

①『HermesUSB』の「設定」メニューから「初期動作」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「初期動作（W）」 

 

②「動体検知」タブの「Camera1A1」「カメラ１のアラームを有効にする（カメラ１監視ボタンON）」のチェック 

ボックスにチェックして「保存」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「メイン設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 
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④下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

⑤『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動して下さい。（「４．起動と終了」を参照） 

 

⑥「動体検知１」ボタンが表示されます。 

「動体検知１」ボタンを押して、「エリア１内の変化」画面を表示して下さい。 

これが画像の変化を観察する画面です。カメラに手をかざす等してみて下さい。 

グラフの変化が激しくなり、中央の水平ライン（感度調整）を超えたところでアラームが発生します。 

 

 

画面内の四角枠で囲われた部分（カメラ映像が見え

ている部分）の画像変化があった場合にアラームを発

生します。 

監視する領域と感度の設定については、次頁を参照

して下さい。 
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７－２．監視する領域と感度の設定 

 

監視する領域と感度は、下図のようにして調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           

このようにして調整した結果を保存するには、動体検知画面内でマウスを右クリックしてポップアップメニ

ューを表示させ、「レベルとエリアを保存する(Z)」を選んでください。設定ファイルを上書きすると、次回もこ

の設定で動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Alt 
SHIFT 

観察領域の変更はＡｌｔキーを 

押しながら、マウス右ドラッグ 

感度の変更は SHIFT キーを押

しながら、マウスを上下に移動 
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７－３．アラーム発生時に音を鳴らす 

 

アラーム発生時にサウンドファイル（WAV形式）を再生する事が出来ます。 

Windows に付属の「サウンドレコーダー」等で WAV 形式のサウンドファイルを作成して利用する事も出来

ます。サウンドレコーダーはWindowsの「スタート」メニューから「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「エ

ンターテイメント」→「サウンド レコーダー」を選択すると起動します。取扱についてはサウンドレコーダーの

「ヘルプ」等を参照して下さい。 

ここでは、「Camera1」のアラーム１が発生した時に、添付しましたサウンドファイルを鳴らす設定手順を記し

ます。 

※「７－１．動体検知の設定」を行っていない場合は、まずそちらの設定を行って下さい。 

 

①『HermesUSB』のメニューから「設定(S)」→「画像処理(Z)」→「Camera1A1」を選択して下さい。 

 すると、「画像処理ウィンドウ設定（Camera1A1）」ダイアログが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「サウンドファイル１」にチェックを入れ、参照ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参照ボタンを押す 
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③音声ファイルを指定するダイアログが表示されますので、鳴らしたいファイルを選択し「開く(O)」ボタンを 

押して下さい。 

 ※初期は『HermesUSB』をインストールしたフォルダ内にある、添付のサウンドファイル格納フォルダが開 

かれます。（デフォルト：C:¥Program Files¥ytk¥HermesU2¥sound） 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「サウンドファイル１」のファイル名（パス）が入力されますので、「保存」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤画像処理設定ファイルを指定するダイアログが表示されますので、「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「変更は画像処理ウィンドウ再オープン後に有効となります」というメッセージが表示されますので、 

 「OK」ボタンを押して下さい。 
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⑦『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動して下さい。（「４．起動と終了」を参照） 

 

⑧カメラに手をかざす等してアラームを発生させ、サウンドファイルが再生される事を確認して下さい。 
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８．ホームページを公開する 

 

本製品にはホームページ用ＷＥＢコンテンツが付属されています。加入されているプロバイダのホームペー

ジエリアに、このコンテンツをアップロードすることで、外出先のパソコンや携帯電話でライブ中継（カメラ画

像）を見ることができます。 

ホームページ用ＷＥＢコンテンツを自作できる方は、本製品付属のコンテンツに改造・改良してお使い頂い

てもかまいません。（但し、改造・改良に関するサポートは致しておりません。） 

説明を簡単にするために、先ずは出来るだけ初期設定のままで進めていきます。 

詳細な設定については、「Ⅱ詳細編」を参照して下さい。 

これから行う作業の手順は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

※「５．カメラ映像を見る」の設定をしていない場合は、まずそちらの設定を行って下さい。 

※ステップ３：アラーム時の設定を行う場合は、「７．見張る（動体検知）」を参照して設定を行って下さい。 

※Webコンテンツについての詳細は『HermesUSBWeb取扱説明書』を参照して下さい。 

 ステップ２：ＦＴＰの設定を行う 

 ステップ３：アラーム時の設定を行う 

 ステップ１：ホームページ用コンテンツをＷＥＢサーバーに送る 

 ステップ４：ライブ中継を行う 
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ＷＥＢコンテンツは「HermesUSB」をインストールしたディレクトリ内の「hu2」ディレクトリに格納されています。 

これを『はじめよう！ＨｅｒｍｅｓUSB』の手順に従って、あなたのホームページエリアにアップロードしてくださ

い。 

 

 

 

カメラ画像を Web サーバー（ご契約しているプロバイダーのホームページエリア等）にアップロードする設

定を行います。まず、「３．初期設定ウィザード」を参照して、ＦＴＰ機能を使用する設定を行って下さい。 

次に『HermesUSB』の「設定」メニューから「カメラ別」設定の「Camera1」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「カメラ別（Y）」→「Camera1」 

「タイマーアクション」タブを選択し「ＦＴＰ：画像アップロード間隔」の設定を行って下さい。 

初期値は 8000ミリ秒（8秒）になっていますが、お客様の通信環境により設定を変更して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラーム時の画像をホームページで確認する場合は、以下の設定を行って下さい。 

「アラームアクション」タブを選択し「画像ＦＴＰアップロード」のチェックボックスにチェックして下さい。アラー

ム時のアップロード間隔の初期値は 4000ミリ秒（4秒）になっていますが、お客様の通信環境により設定を

変更して下さい。設定を行ったら、「保存」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ１：ホームページ用コンテンツをＷＥＢサーバーに送る 

 ステップ２：ＦＴＰの設定を行う 

 ステップ３：アラーム時の設定を行う 
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「カメラ設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

一旦、『HermesUSB』を終了させて下さい（「４．起動と終了」を参照） 

 

 

  

 

ライブ中継を行う前に以下の確認を行って下さい。 

①あなたのパソコンはインターネットに接続できますか？ 

②画像ファイルをアップロードする場所へＦＴＰソフトで接続してみましたか？ 

 

『HermesUSB』を起動します。（「４．起動と終了」参照） 

「ネット配信状況」ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ステップ４：ライブ中継を行う 
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「Internet Window」が表示されます。 

動作状況に“成功：・・・アップロード”が表示されていることを確認して下さい。 

通信状況により、時 “々失敗：・・・”が表示されるかもしれませんが、再び“成功：・・・アップロード”が表示さ

れるなら問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次にＷｅｂブラウザ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Explorer 5.0以上）を使って、公開の様子を確認します。 

Ｗｅｂブラウザのアドレス欄にあなたのホームページのアドレスを入れて、「移動」ボタンを押して下さい。 

http://（あなたのホームページアドレス）/hu2/index.htm 

以下の様にカメラ画像が見えていればライブ中継完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラームの設定を行った場合は、カメラに手をかざす等してアラームを発生させてみて下さい。 

下図の様にアラーム画像を見ることができます。 

クリックするとアラーム画面表示 
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９．メールを送る 

 

設定した間隔で定期的にカメラ画像を添付したメールを送ったり、アラーム発生時にアラームメールを送っ

たりすることが出来ます。 

※「５．カメラ映像を見る」の設定をしていない場合は、まずそちらの設定を行って下さい。 

※アラームメールの設定を行う場合は、「７．見張る（動体検知）」を参照して設定を行って下さい。 

まず、「３．初期設定ウィザード」を参照してメール機能を使用する設定を行って下さい。 

メールサーバー情報およびメール本文内容を設定することが出来ます。 

完了したら、以下の各設定を行って下さい。 

 

９－１．定期的送信（タイマーメール） 

①『HermesUSB』の「設定」メニューから「カメラ別」設定の「Camera1」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「カメラ別（Y）」→「Camera1」 

 

②「タイマーアクション」タブを選択して、メールを送信する間隔を入力して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「メールの内容」タブを選択して、「タイマーメール」の画像添付設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定が終わったら、「保存」ボタンを押して下さい。

パソコンメール用のカメラ画像を添付したい場合は、

「画像１を添付する」を選択して下さい。 

携帯メール用のカメラ画像を添付したい場合は、「画

像２を添付する」を選択して下さい。 

※携帯によっては、添付画像を受信できない機種が 

あります。また、添付画像のサイズが大きすぎて受 

信ができない場合もあります。その場合は、「ＦＴＰと 

メール」設定の「画像とテキストの作成」タブで画像 

のサイズを変更して下さい。（P.77参照） 

※初期値は「画像１を添付する」に設定されています。
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④「カメラ設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

⑥『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動して下さい。（「４．起動と終了」を参照） 

 

⑦設定した一定間隔毎にメールの送信が行われます。 

メールが送られているか、設定したメールアドレスで受信確認を行って下さい。 
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９－２．アラームメール送信 

①「HermesUSB」の「設定」メニューから「カメラ別」設定の「Camera1」を選択して下さい。 

「設定(S)」→「カメラ別（Y）」→「Camera1」 

 

②「アラームアクション」タブを選択して、「メール送信」のチェックボックスにチェックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「メールの内容」タブを選択して、「アラーム１メール」「アラーム２メール」の画像添付設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定が終わったら、「保存」ボタンを押して下さい。 

 

④「カメラ設定ファイルの保存」ダイアログが表示されますので「保存(S)」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンメール用のカメラ画像を添付したい場合は、

「画像１を添付する」を選択して下さい。 

携帯メール用のカメラ画像を添付したい場合は、「画

像２を添付する」を選択して下さい。 

※携帯によっては、添付画像を受信できない機種が 

あります。また、添付画像のサイズが大きすぎて受 

信ができない場合もあります。その場合は、「ＦＴＰと 

メール」設定の「画像とテキストの作成」タブで画像 

のサイズを変更して下さい。(P.77参照) 

※初期値は「画像１を添付する」に設定されています。
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⑤下図のダイアログが表示されましたら「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

⑥『HermesUSB』を一旦終了させ、再度起動して下さい。（「４．起動と終了」を参照） 

 

⑦カメラに手をかざす等してアラームを発生させてみて下さい。 

アラームメールが送信されます。 

パソコンのメーラーで受け取ってみると、このようになります。 

 

 

 

 

 

 

                                         

添付されているファイルは、アラーム発生直後の画像ファイル（ＪＰＥＧ）です。 
メーラーの設定によっては、添付画像ファイルが文字と一緒に表示される場合があります。 

 
携帯電話で受信すると、下図のようになります。但し、携帯電話の機種によって、表示が多少異なるかも 
しれません。 

           ２３：４５  

日時： ５／８ ２３：４４ 

CODE:A1D030510154052 

Alarm:[1] 

Date [03.05.10 15:40:50] 

Cam:[Camera1] 

http://www.hoge.jp/~page/hu2

/i/Camera1_1.htm 

この例ではメール本文にURLを記述しています。 

このようにすると、WEB ページへのアクセスの手間を省け

ます。URL を記述するには、「FTP とメール」の設定でメ

ールの本文を編集してください。 
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１０．スケジュールを作成する 
 
スケジューラを利用すると、『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』の実行／終了時間を自動化できます。ホームページでの画像

の公開時間を設定したいときなどに利用します。 

 

①『HermesUSB』を起動して「スケジュール」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②スケジュール設定ダイアログが表示されます。 

以下を参考に設定を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

インストール直後には、この画面にあるように起動と停止のスケジュールが候補として記述されています。ス

ケジュール一覧表示の左側チェックボックスにマークを付けると、その行のスケジュールが有効になります。 
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最初の行は『毎週（Ｗｅｅｋｌｙ）の月曜日（Ｍｏｎｄａｙ）時刻０８：３０：００にＨｅｒｍｅｓＵＳＢを起動（Ｅｘｅｃｕｔｅ）す

る』という命令です。最後の行は『毎週（Ｗｅｅｋｌｙ）の金曜日（Ｆｒｉｄａｙ）時刻１７：３０：００にＨｅｒｍｅｓＵＳＢを終

了（Ｅｘｉｔ）する』という命令です。全ての項目にチェックマークを付けると、月曜から金曜まで朝８：３０から夕

方５：３０までＨｅｒｍｅｓＵＳＢが動作します。 

設定が終わったら、「保存・終了」ボタンを押して下さい。 
 
③「名前を付けて保存」ダイアログが表示されますので、「保存(S)」ボタンを押して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④設定が有効になり「Scheduler Window」画面に次のスケジュール実行までの時間が表示されます。 
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１１．パスワードロック 

 

他者が勝手に『HermesUSB』の操作および設定を行えないようにするため、パスワードによる操作制限を

行うことが出来ます。 

 

１１－１．パスワードの設定・変更 

タスクバーのアイコンを右クリックして、メニューから「パスワード設定・変更(W)」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パスワード設定・変更」画面が表示されますので、パスワードの設定を行って下さい。 

入力が終わりましたら、「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 ※設定できるパスワードは半角英数字で１～４０文字 

パスワードを設定すると、そのパスワードで操作のロックおよび解除を行うことが出来ます。 

パスワード設定をした状態で『HermesUSB』を起動させるとロック状態になりますので、操作を行う場合は

ロック解除を行って下さい。パスワードロック（操作ロックおよび解除）を止める場合は、設定しているパスワ

ードを削除し何もない状態で「OK」ボタンを押して下さい。 

 

【パスワードロックを止める場合】 

 

右クリックする 

設定されているパスワードを削除して 

何も入力されていない状態にして「OK」ボタンを押してください。 



 -４６-

 

１１－２．操作ロックをする 

タスクバーのアイコンを右クリックして、メニューから「操作をロックする(Y)」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

『HermesUSB』の画面操作および設定等の操作がロックされます。 

 

１１－３．操作ロックの解除 

タスクバーのアイコンを右クリックして、メニューから「操作ロックを解除する(Y)」を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パスワード入力画面が表示されますので、設定したパスワードの入力を行い「OK」ボタンを押して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

『HermesUSB』のロックが解除されます。 



 -４７-

Ⅱ 詳細編 

本編では、簡単導入編で省いた詳細な機能について説明します。 

インストール時の設定を変更したい場合や、このソフトウェアが持っている高度な

機能を利用したい場合にお読みください。 
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１．操 作 

 

画面操作について説明します。 

 

１－１．Scheduler Window（スケジューラウィンドウ） 

 

『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』の起動と停止の時間を自動化します。起動と停止を曜日毎、毎日あるいは毎時の繰り返し

で設定できます。この設定については２章で説明します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

①メニュー 

  「ファイル(F)」メニュー 

 

 

 

 

 

 

 「スケジューラ(Z)」メニュー 

 

 

 

 

 

「設定(E)」 ・・・ 設定ダイアログを開きます。 

「終了(X)」 ・・・ スケジューラを終了させます。 

「有効(Y)」 ・・・ 今後のスケジュールを有効にします。 

「無効(Z)」 ・・・ 今後のスケジュールを無効にします。 
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②「起動」ボタン 
  カメラウィンドウの起動／終了を手動で行います。 
 
③「監視」ボタン 
  カメラウィンドウの状態監視を手動で実行／停止します。 
 
④「スケジューラ」ボタン 
  予定されているスケジュールを有効またや無効にします。 
 
⑤「閉じる」ボタン 
  カメラウィンドウを閉じます。 
 
⑥実行履歴表示 
  予定されているスケジュールを実行する度に、その実行内容と次のスケジュール実行時刻を表示します。 
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１－２．Camera Window（カメラウィンドウ） 

 

カメラ画像を表示したり、その画像を解析してアラームを発生させるなどの機能があります。 

 

１）カメラ映像表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①メニュー 
「ファイル(F)」メニュー 

 

 

 

 

 

「表示(R)」メニュー 

 
 

「カメラウィンドウ終了(X)」 ・・・ カメラウィンドウを終了させます。 

「レポート(R)」 ・・・ レポートを表示します。 

            「画像処理プログラム」のデバッグ内容が表示されます。 
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 「設定(S)」メニュー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「ヘルプ(H)」メニュー 
 
 
 
 
 
 
②カメラ名表示 
  設定したカメラ名が表示されます。 
 
③「フルスクリーン」ボタン 
  カメラ映像がフルスクリーン表示されます。 
 
④カメラ未使用時の表示 
  カメラが未使用の時には、図の様なイメージで表示されます。 
 
⑤状態表示 
  録画中の時は「REC」マークが表示されます。 
  アラーム中は「アラーム１」もしくは「アラーム２」マークが表示されます。 
 
⑥カメラ映像 
  現在のカメラ映像が表示されます。 
 
 
⑦「画面切替」ボタン 
  「カメラ映像」 ・・・ カメラ映像を表示します。 
  「動体検知１」 ・・・ 動体検知１の監視領域と感度設定画面を表示します。 
  「動体検知２」 ・・・ 動体検知２の監視領域と感度設定画面を表示します。 
  ※「動体検知１」「動体検知２」については、設定されている場合にのみ表示されます。 
 
⑧「監視」ボタン 
  カメラのアラーム監視を有効にします。 
 
⑨「警告音停止」ボタン 
  アラーム時の警告音を止めることが出来ます。 
 
⑩「スケジュール」ボタン 
  スケジュール設定ダイアログを表示します。 
 
⑪「ネット配信状況」ボタン ※ＦＴＰおよびメールの設定をしていない場合は無効ボタン（灰色） 
ＦＴＰおよびメール送信の状態画面（Internet Window）を表示します。

「初期動作(W)」 ・・・ 初期動作設定ダイアログを表示します。 

「ＦＴＰとメール(X)」 ・・・ ＦＴＰとメール設定ダイアログを表示します。 

「カメラ別(Y)」 ・・・ カメラ別設定ダイアログを表示します。 

「画像処理(Z)」 ・・・ 画像処理設定ダイアログを表示します。 

 

「バージョン情報(A)」 ・・・ プログラムのバージョン情報を表示します。 
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２）動体検知画面表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「画像処理」メニュー 
  画像処理および画像処理プログラムのデバッグを行う事が出来ます。 
  デバッグ時には、「表示(D)」メニューから「レポート(R)」を選択して、レポートウィンドウを開いて下さい。 
  そこに実行内容がレポートされます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
②動体検知画面 
  監視する領域と感度を設定することが出来ます。 

「色調（V）」・・・画像の色調変換を行います。 

「エッジ検出（W）」・・・画像のフィルタリングを行います。 

「特殊な貼り付け（X）」・・・画像の特殊コピーを行います。 

「画像を比較（Y）」・・・画像の比較相違を行います。 

「プログラムをデバッグする（Z）」・・・デバッグを行います。 

  「[STEP:～]ステップ実行(S)」・・・指定されているステップを実行します。 

  「先頭へ移動(T)」・・・先頭の処理へ移動します。 

  「スキップ(U)」・・・次のステップへ移動します。 

※各画像処理命令については、「３．画像処理ウィンドウのスクリプト詳細説明」を参照して 

下さい。 
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３）再生画面表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「再生操作」ボタン 
 
      再生を一時停止します。 
 
      再生を開始します。 
 
                      再生中はファイル全体のどの辺りを再生しているかを示します。 
                      マウスで左右に移動させると、再生するコマの位置を変更出来ます。 
 
             再生中に時刻とアラーム情報を表示します。 
 
      再生を終了します。 
 
②再生映像 
  再生映像が表示されます。 
 
③記録の一覧 
  記録した録画ファイルの時間一覧が表示されます。 
  選択するとその時間の「記録のトピックス画像」が選択されます。 
 
④記録のトピックス画像 
  記録した録画ファイルがサムネイル表示されます。 
  ダブルクリックすると再生が始まります。 
 
⑤「トピックス画像の移動」ボタン 
表示されているトピックス画像のページ送りが出来ます。 
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１－３．Internet Window（インターネットウィンドウ） 
 
画像ファイルをＦＴＰサーバーへアップロードしたり、メールに添付して送信したりする機能を持ちます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 to NET(～) 画像ファイル転送依頼数を表示します。 

受付 画像のサイズ別画像ファイルや、情報テキストなど送信すべき合計

数を表します。上記数値の最大３倍を表示します。 
完了 アップロードが完了した数を表します。画像ファイルの破損、処理能

力不足、ＦＴＰ転送失敗などにより受付より少ない数値になります。 

ＦＴＰ 

＜テキストエリア＞ ＦＴＰサーバーとの通信状況を表示します。 
受付 メール送信依頼数を表示します。 
完了 メール送信数を表示します。但し、溜まっていた送信依頼の情報を

一通にまとめて送信することがありますので、受付の数と一致すると

は限りません。 

ＭＡＩＬ 

＜テキストエリア＞ メールサーバーとの通信状況を表示します。 
 
右側の表示窓（白い部分）にはサーバーとの通信状況を表示します。”受付”の数と”完了”の数に大きな差
がある場合、使用しているコンピュータ、通信路、WEB サーバーの受付能力の何れかが現在の使用条件
に耐えられない状況にあります。その場合、管理するカメラ数を減らすか、画像アップロード間隔を伸ばす

などの調整を行ってください。 
Ｈｅｒｍｅｓは画像ファイルの停滞を防ぐため、新しい画像ファイルのアップロード要求が発生したときに、アッ

プロード待ちの古い同名画像があれば置換えます。一方テキストファイルは重なっても送信しますので、表

示窓に見る通信状況を見ていると、画像に比べて多く送信される場合があります。 
 
注意１） 
『HermesUSB』はファイル送出後にサーバー側のファイルを確認しません。データの送出をもって完了と
判断します。従って端末側では完了した筈の転送が、サーバー側で完結していないこともあります。 
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２．設 定 

 

各種の設定について説明します。 

 

２－１．Scheduler Window（スケジューラウィンドウ） 

 

メニューから「ファイル(F)」→「設定(E)」を選ぶと設定ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

各設定について以下に記します。 

 
 
 
このページには、『ＨｅｒｍｅｓＵＳＢ』の起動／停止と、同プログラムへの幾つかの指令をスケジューリングする

ことができます。 

  

 

 

 

 

 
 

スケジュール作成 
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新規スケジュールの作成 

最初にスケジュールの実行時刻を指定します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
次に実行内容を指定します。 
 
実行したい命令を選んで下さい。 
オプションの指定が必要な場合は入力を行って下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【命令内容】 
命令 オプション 機能 
execute -f “設定ファイルへのパス” 『HermesUSB』起動 

オプション無： 
 プログラム実行ページのコマンドラインで指定したとおりに

HermesMulti.exeを実行する。 
オプション有： 
 オプションに指定された設定ファイルに変更して、

HermesMulti.exeを実行する。 
exit なし 『HermesUSB』終了 
 

実行時刻の設定 用途 

Weekly(W) 

 

 

タイマー種別を選びます。 

①Weekly＝週間タイマー 

②Dayly＝２４時間タイマー 

③Hourly＝毎時タイマー 

 

曜日 

 

Weekly（週間タイマー）を

使うときに曜日を選択しま

す。 

時刻 

 

時刻の設定します。 

時：分：秒 

のようにコロンで区切ってく

ださい。 

 

Weekly(W)を選択すると「曜

日」選択リストが表示されます。 

Dayly（D）およびHourly(H)を

選択した場合は、「曜日」選択リ

ストは表示されません。 

 

Hourly(H)を選択すると「時刻」

入力欄に「00:」（時間部分）が

初期入力されますので、以降の

分：秒の入力を行って下さい。 
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ここまで入力したら、「追加」ボタンを押してください。追加されたスケジュールは、スケジュール一覧に加え

られます。一通り追加した後、実際に使用するスケジュールの左端にマークを入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このようにしてスケジュールを作成したら、最後に「保存・終了」ボタンを押して設定をファイルに保存します。 
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設定項目 内容 

コマンドライン カメラウィンドウ実行のためのコマンドラインを記述します。デフォルトのインストー

ルでは 

“C:¥Program Files¥ytk¥HermesU2¥HermesMulti.exe” �f C:¥Program Files¥ytk¥HermesU2¥MainConf.txt 

となっています。 

□スケジューラ起動時 

に実行する 

『HermesUSB』を起動したときに、自動的にカメラウィンドウも起動します。 

起動までの待ち時間 カメラウィンドウが起動するのを待つ時間を指定します。スケジューラが同プログラ
ムを起動させてから、この時間が経過するまで監視を行いません。 

監視間隔 上記待ち時間の後、カメラウィンドウを監視する周期を設定します。監視間隔が０

秒のときは監視を行いません。 

 Image Data カメラ画像更新を監視する間隔を秒単位で設定します。 

複数カメラの場合、どちらかが更新できればＯＫとなります。 

カメラウィンドウ実行 
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２－２．Camera Window（カメラウィンドウ） 

 

１）初期動作設定 

メニューから「設定（Ｓ）」→「初期設定（Ｗ）」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

起動項目の設定ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定について以下に記します。 

 

 

 
 

インストール直後には、上記のようにデフォルトの個別カメラ設定ファイルが表示されます。 

左のチェックボックスにチェックマークを入れると、ＨｅｒｍｅｓUSB は起動時にカメラ設定ファイルを開いて、

該当するカメラに接続するようになります。構成を変更するには、変更したい項目をマウスで左クリックして選

択し、続いて右クリックしてポップアップメニューを表示させ、「編集」を選びます。 

カメラ 
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「編集」を選ぶと、下のようなダイアログが表示されますので、カメラ名と設定ファイル名を入力してＯＫを押し

ます。カメラ名の欄は英数字で自由に記述してください。「参照」ボタンを押すと設定ファイル名をディレクト

リ構成から選択して指定することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストール直後には、下記のようにデフォルトの動体検知設定ファイルが表示されます。 

左のチェックボックスにチェックすると、『ＨｅｒｍｅｓUSB』は起動時に動体検知設定ファイルを開いて該当す

る動体検知ボタンおよび画面を表示します。 

また、「カメラのアラームを有効にする（カメラ監視ボタン ON）」のチェックボックスにチェックすると起動と同

時にカメラの監視が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Camera1A1】 

Camera1の動体検知１（アラーム１）の設定。 

【Camera1A2】 

Camera1の動体検知２（アラーム２）の設定。 

【Camera2A1】 

Camera2の動体検知１（アラーム１）の設定。 

【Camera2A2】 

Camera2の動体検知２（アラーム２）の設定。 

【カメラ１のアラームを有効にする（カメラ１監視ボタンON）】 

起動時に Camera1の監視を有効にします。 

【カメラ２のアラームを有効にする（カメラ２監視ボタンON）】 

起動時に Camera2の監視を有効にします。 

 

動体検知 
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構成を変更するには、変更したい項目をマウスで左クリックして選択し、続いて右クリックしてポップアップメ

ニューを表示させ、「編集」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「編集」を選ぶと、下のようなダイアログが表示されますので、処理名と設定ファイル名を入力して「ＯＫ」を押

します。処理名の欄は英数字で自由に記述してください。「参照」ボタンを押すと設定ファイル名をディレクト

リ構成から選択して指定することが出来ます。 
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２）カメラ別設定 

個々のカメラに関する設定を行います。 

利用する機能次第ですが、ここには多くの設定を行います。初期動作設定のカメラページにリストアップさ

れているカメラ別の設定ファイルを編集します。 
【設定ファイル】 

C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam1.hrcv （Camera1の設定ファイル） 
C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam2.hrcv （Camera2の設定ファイル） 
 
メニューから「設定（S）」→「カメラ別(Y)」を選ぶと、下図のようにカメラのリストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

図のサブメニューで、「Camera1」というのは「初期動作（Ｗ）」メニューで指定したカメラ名です。 

ここでは「Camera1」を選んだものとして説明を続けます。 

 

各設定については次頁以降で説明します。 
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【カメラID&ドライバ】 

カメラのドライバの ID（最初の数字）とドライバ名を指定します。 

インストールされているカメラのドライバリストが表示されますので目的のドライバを選択して下さい。 

 

【解像度】 

カメラの解像度を指定します。 

リストから解像度を選ぶことができます。『デフォルト値』を選んだ場合には、設定を行わずにカメラドライバ

のデフォルト値を使います。『数値入力』を選んだ場合には、『横    ×縦     』でドット数を直接指定

してください。 

 
設定時にはエラーチェックを行いません。実行時、設定に失敗するとエラーが表示されます。このときは、カ

メラの説明書をご覧になり、適当な値に設定しなおしてください。

カメラ 
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【□起動時に録画開始】 

チェックボックスにチェックすると、カメラ画像を表示させた時点から録画が開始されます。 

 

【１フレーム録画間隔  ミリ秒】 

何ミリ秒毎に１コマの画像を取り込んで記録するかを指定します。短く設定する場合は、ハードディスクの容

量にご注意下さい。 

 

【１ファイル当たりの録画時間  分】 

１つのファイルにどれだけの時間分を録画するか指定します。ビデオテープのテープ長のようなものです。 

指定された時間をすぎて録画すると、自動的に新しいファイルが作成されて、続きを録画します。 

 

【メールまたはＦＴＰで通知するカメラ名】（ＦＴＰ機能もしくはメール機能が有効の場合） 

ＦＴＰアップロードを行う際に、ＦＴＰサーバー側に伝えるカメラ名です。このカメラ名はサーバー側へアップ

ロードする画像ファイル名の一部に含めたり、情報テキストに書き込むことが出来ます。 

また、メールの本文にこのカメラ名を書き込むことも出来ます。 

※半角英数字で入力して下さい。 

 

【ＦＴＰ：画像アップロード間隔  ミリ秒（0=送信しない）】（ＦＴＰ機能が有効の場合） 

一定時間毎に画像をＦＴＰアップロードすることが出来ます。ただし、【１フレームの録画間隔】で設定した間

隔以下に設定しても意味がありません。設定値が 0の時は、実行されません。 

 

【メール：一定時間毎に送信する  分（0=送信しない）】（メール機能が有効の場合） 

一定時間毎にメールを送信することが出来ます。設定値が 0の時は、実行されません。 

ここで「一定時間毎に送信する」設定をすると「メールの内容」タブが表示されます。また「メールの内容」タ

ブ内に「タイマーメール」タブが追加されタイマーメールの設定ができるようになります。

タイマーアクション 

ＦＴＰ及びメール機能が無効の場合 ＦＴＰ及びメール機能が有効の場合 
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【信号が消えてから  秒後まではアラーム状態とする】 

アラームを通知しなくなってから、指定時間内はアラーム状態を継続させます。 

この間は同じアラーム番号の通知があっても、新たなアラーム発生とは認識しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【□録画】  

アラームを通知されてから、アラーム状態終了までの間、画像を録画します。通常の録画を行っているとき

でも、アラーム状態の間はここでの設定で動作します。 

このチェックボックスにチェックすると下記の設定項目が表示されます。 

 

【１フレーム録画間隔   ミリ秒】 

アラーム状態が続いている間だけ適用される画像録画間隔です。通常の録画間隔より短く設定すること 

で、重要な場面だけを細かく記録できます。画像ＦＴＰアップロード（アップロード間隔   ミリ秒）より短い 

値を設定してください。 

アラームアクション 

ＦＴＰ及びメール機能が無効の場合 ＦＴＰ及びメール機能が有効の場合 
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【発生前   秒間も記録する】 

アラーム発生前の指定秒数間の映像を記録します。この処理はメモリとＣＰＵに負担をかけますので、動 

作環境によっては利用できない場合があります。設定できる最大の長さは５秒です。 

また、秒単位で動作を管理しているため、実際に記録される時間は設定値よりやや短くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【□画像ＦＴＰアップロード】（ＦＴＰ機能が有効の場合） 

アラームが通知されてから、アラーム状態終了までの間、ＦＴＰサーバーへ画像をアップロードします。 

このチェックボックスにチェックすると下記の設定項目が表示されます。 

 

【アップロード間隔  ミリ秒】 

アラーム時のアップロード間隔を設定します。 

通常のＦＴＰを行っている場合でも、アラーム状態の間はこの設定で動作します。 

 

【□メール送信】（メール機能が有効の場合） 

通知されたアラーム番号により、アラーム１メールまたはアラーム２メールを送信します。 

送信するメールに添付される画像はアラーム発生直後のものとなります。画像を添付するか否かは「メール

の内容」タブで設定します。「メールの内容」タブはこのチェックボックスにチェックすると出現します。 

 

【続く  秒内の再発では送信しない】 

指定した時間内に新しいアラームが発生しても、新たなメールを送りません。 

 

１秒 １秒 

１秒 

１秒 

０．６秒 

アラーム発生時刻 

実際に記録される時間の例 

【アラーム発生前  ３秒間も記録する】にしたが、アラーム発生時刻より前の映像は 

１秒＋１秒＋０．６秒＝２．６秒だけ記録された。 

最大５秒分の録画メモリ 

２．６秒間の記録 



 -６７-

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「設定」→「ＦＴＰとメール」→「全般」タブで「メール機能を使う」にチェックする（P.75 参照）と、この「メールの

内容」タブが表示されます。それぞれのメールの内容を設定して下さい。 

「タイマーメール」：通常時に送信するメールで、一定間隔で送信されます。 

「アラーム１メール」：アラーム１が発生した時に送信されます。 

「アラーム２メール」：アラーム２が発生した時に送信されます。 

 

※初期設定Wizardを利用した場合、ここの内容が設定されます。 

 

【宛先リスト】 

メールの送信先を入力します。 

複数の場合は、１アドレス毎に改行して記述して下さい。 

 

【表題】 

メールの件名を入力します。 

 

【本文】 

メール本文を入力します。 

本文には、画像とテキストの作成ページで情報テキストの項に設定する文字列置換キーワードが使用でき

ます。初期設定Ｗｉｚａｒｄを利用すると、「アラーム番号」「撮影日時」「カメラ名」「ホームページのＵＲＬ」が記

述されます。 

 

【設定メニュー「ＦＴＰとメール」の～】 

メールに画像を添付するか否かを設定します。 

「４）ＦＴＰとメール」の「画像とテキストの作成」タブで設定する「画像１」もしくは「画像２」を選択することが出

来ます。 

メールの内容 
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画像の録画を続けていくと、ハードディスクの空容量が少なくなり、やがて一杯になってしまいます。一定の

空容量を確保するため、ここの設定を行って下さい。録画用の新しいファイルを作成するたびにチェックが

行われ、指定したどちらかの値になった場合、古い録画ファイルから消去していきます。 

その他 
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３）画像処理ウィンドウ設定 

個々の画像処理ウィンドウ（動体検知）に関する設定を行います。 

初期動作設定の異変検知ページにリストアップされている異変検知設定ファイルを編集します。 
【設定ファイル】 

C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam1A1.hip （Camera1の動体検知１設定ファイル） 
C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam1A2.hip （Camera1の動体検知２設定ファイル） 
C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam2A1.hip （Camera2の動体検知１設定ファイル） 
C:¥Program Files¥ytk¥HermsU2¥Cam2A2.hip （Camera2の動体検知２設定ファイル） 
 
 
メニューから「設定(W)」→「画像処理(Z)」を選ぶと、下図のようにカメラのリストが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

図のサブメニューで、「Camera1A1」というのは「初期動作（Ｗ）」メニューで指定した動体検知名です。 

ここでは「Camera1A1」を選んだものとして説明を続けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定について次頁以降で説明します。 
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「Ⅰ簡単導入編 ７．見張る（動体検知）」で説明した水平カーソルの位置と、検査領域の範囲はここに数値

表示されます。ここに表示されている数値を直接変更することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スケール】 

グラフ表示のスケール値 

 

【レベル[HCursor]】 

アラーム検知用閾値[しきいち]（水平カーソルの値） 

 

【検査領域（左, 上）】 

検査領域の左上の点の位置 

 

【検査領域（右, 下）】 

検査領域の右下の点の位置 

 

【サウンド】 

設定するとアラーム発生時に音声ファイル(WAV形式)を再生することが出来ます。 

サウンドファイルのサンプルはインストールフォルダ内の「sound」の中に格納されています。 

 格納場所：C:¥Program Files¥ytk¥HermesU2¥sound 

        ※デフォルトの場所にインストールした場合 

 

 「なし」：再生しません。 

 「ビープ音」：ビープ音を鳴らします。 

 「サウンドファイル１」：選択した音声ファイルを再生します。 

 「サウンドファイル２」：選択した音声ファイルを再生します。

検査領域とレベル 
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デフォルトで設定されている動体検知の画像処理スクリプトが表示されます。このスクリプトをユーザー自身

で編集して利用することも可能です。ここではスクリプトの編集方法について説明致します。 

 

スクリプトの編集方法 
 

【画面構成】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「処理の種類」リスト ・・・ 処理コマンドの選択を行います。 

②「追加」ボタン ・・・ 編集したスクリプトをリストの最下行に追加します。 

③「挿入」ボタン ・・・ 編集したスクリプトをリストの途中に挿入します。 

④「編集」ボタン ・・・ 選択中のスクリプト１行を再編集します。 

⑤「切取」ボタン ・・・ 選択中のスクリプト１行を切り取ります。 

⑥「貼付」ボタン ・・・ 切り取ったスクリプト１行を貼り付けます。 

⑦「全削除」ボタン ・・・ リスト内のスクリプトを全て削除します。 

⑧「スクリプト表示」エリア ・・・ スクリプトを表示するエリアです。 

⑨「実行間隔」設定欄 ・・・ スクリプトのステップ実行間隔を設定します。 

⑩「保存」ボタン ・・・ 編集したスクリプトの保存をします。 

⑪「キャンセル」ボタン ・・・ 編集した内容をキャンセルして画面を閉じます。 

 

ユーザープログラム 
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【編集手順】 
 
最初に、処理の種類のドロップダウンリストからコマンドを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

選択すると、コマンドに続けて入力する欄が表示されます。コピーコマンドの場合では入力画像（コピー元）

と対象画像（コピー先）を選ぶ欄が表示されますが、他のコマンドでは異なる表示になります。 

 

 

 

入力画像のドロップダウンリストを表示させ、コピー元の画像ウィンドウを選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃａｍｅｒａ１は設定されているカメラのカメラ名（インストール時のデフォルト）です。 

次に対象画像（コピー先）を選びます。ここでは、ThisWinを選択して画像処理ウィンドウ自身を選びます。 

 

 

 

 

 

 

 

その結果は下図のようになります。 

予約済画像変数名 用途 

ImageMemA 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＢ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＷ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＭ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ThisWin 画像処理ウィンドウの表示画像メモリ。 
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続けて「追加」ボタンを押すと、作成したスクリプトがスクリプト表示エリアに追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様にしてスクリプトの続きを入力していきます。 

 

「保存」ボタンを押して、保存ダイアログを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、「保存（Ｓ）」ボタンを押して保存します。 
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４）FTP とメールの設定 

ＦＴＰとメールの設定は、初期設定ウィザードを使用することで設定出来ますが、ここでは、初期設定ウィザ

ードを使わずに詳細な設定を行う方法を記します。 

※初期設定ウィザードによる設定については「Ⅰ簡単導入編 ３．初期設定ウィザード」を参照して下さい。 

 

メニューから「設定(S)」→「ＦＴＰとメール(X)」を選びます。 

 

 

 

 

 

 

ＦＴＰとメールの設定ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各設定について次頁以降で説明します。 
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【□FTP 機能を使う】 

画像をＷＥＢ公開したいときなど、FTPサーバーに画像を送信する場合にチェックします。 

チェックボックスにチェックすると、下記の設定項目が表示されます。 

 

【FTPの状態を  秒毎に監視する】 

ＦＴＰ間隔の２倍～３倍程度の時間をミリ秒単位で指定します。ここで指定した時間内に FTPアップロー 

ドが実行されないとき、FTPプログラムは自動で再起動し、状態を初期化します。値に 0を設定すると監 

視をしません。 

 

【但し、接続完了までは  ミリ秒待つ】 

サーバーとの接続に時間がかかることを考慮し、接続完了までの待ち時間を設定します。 

 

【□メールを使う】 

タイマーメールおよびアラームメールを送信する場合にチェックします。 

送信するメールの内容については「カメラ別」設定の「メールの内容」タブを参照して下さい。(P.67) 

全般 

ＦＴＰおよびメール機能無効の場合 ＦＴＰおよびメール機能有効の場合 
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「全般」ページで「□ＦＴＰを使う」にチェックすると、ＦＴＰ関連のページが表示されます。 

先ず「FTPサーバー」タブの項目から設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ホスト】 

FTPサーバーのアドレスを入力して下さい。 

 

【ポート】 

FTPサーバーに接続するポートを入力して下さい。 

通常はこのままご利用下さい。 

 

【ユーザーID】 【パスワード】 

FTPサーバーに接続するためのユーザーIDとパスワードを入力して下さい。 

 

【サブディレクトリ】 

画像をアップロードする場所を指定します。ログインしたときのデフォルトディレクトリから下のサブディレクトリ

を記述してください。 

 

【ＰＳＶモード】 

パッシブモードを使う場合には「PSVモード」にチェックしてください。 

 

【FTP 完了毎に接続を切る】 

FTP間隔が数分以上の場合にチェックしてください。 

 

FTP サーバー 
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次にアップロードする画像についての設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り込んだ画像から、サイズの異なる２枚の画像を作成してアップロードすることができます。ＷＥＢでの応

用としてはパソコンでの閲覧用サイズと、携帯電話での閲覧用サイズの画像を作るのに利用できます。２枚

の画像を作る場合は「サイズを変えて２枚の画像を送る」にチェックしてくだい。 

アップロードする画像の情報をテキストファイルにしてアップロードすることもできます。ＷＥＢでの応用として

は、画像ファイル名など変数にして JAVA スクリプトにインクルードするようなことが考えられます。この機能

を使うには「画像情報テキストファイルを送る」にチェックしてください。 

 

 

画像１と画像２には、FTPサイト側に画像を送る際の画像名とサイズを指定します。 

【ファイル名】 

ここには gazou1.jpg のように記述します。画像名の一部に記号を使い、画像名を変化させることができま

す。アップロードの状況表示において、画像名の拡張子が”gazou1.jpg1”または”gazou1.jpg2”と表示され

ますが、実際には”gazou1.jpg”という拡張子でアップロードされます。また、メールに添付されるときはファイ

ル名の最後に内部管理のための数字が付加されます。（例：gazou145.jpg, gazou1234.jpgなど） 

 

記号 記号に置き換えて挿入される情報 
% カメラ名。カメラ別設定ファイルに記述したもの。 
@ ［０～Ｎ－１］の間で画像送信毎に変化する巡回変数。Ｎはカメラ別設定で指定する。 

アラーム中（！＝１または２）は、常に０。 
！ アラーム番号。   １＝アラーム１  ２＝アラーム２  ３＝通常時 
[ アラーム検出後からの画像番号で０から始まる。アラーム中でないとき（！＝３）は、常に０。 
] [の数値が 0のときに0となり、1以上のときに 1となる。 

 

【画像サイズ変更】 

画像は縮小してアップロードすることができます。縮小する場合は、縦または横のドット数で指定します。 

画像とテキストの作成 

画像１ 
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「画像情報テキストファイルを送る」にチェックしてあるとき、情報テキストを記述できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ファイル名】 
このテキストファイルは指定したファイル名で FTPサーバーにアップロードされます。アップロードタイミング
は、一つの画像ファイル（サイズ変更されたもう一つの画像も含む）をアップロードした直後です。但し、通信

の混雑などでＦＴＰアップロードに遅れが生じて、その間に同名の新しい画像が作成された場合に古い画

像は破棄されますが、対応するテキストファイルはアップロードされることに注意してくだい。 
 また、サーバー側でファイルへの書込みと読出しが重ならないように、ファイル名の最後に”1”または”2”を
付け足した２通りのファイル名を交互に使ってアップロードします。従って、これらの内の、読み出し可能な、

より新しいファイルを採用するようにスクリプトを設計してください。 
 
【テキスト本文】【文字列置換キーワード】 
ここにはユーザーが自由な内容を記述してください。文字列置換キーワードに特別な綴りを定義してテキス

ト本文に埋め込むことができます。これらの文字列はテキストファイルをアップロードする直前に実際の値に

置き換えられます。そして、これは直前にアップロードした JPEG画像ファイルに関する情報になります。 
置換え文字列はユーザーが自由に定義できます。但し、同じ文字列の置換えは一行に一回だけです。 

 
文字列置換キーワード 置き換えられる内容 
巡回番号 画像送信毎に１から設定値まで変化する巡回変数。カメラ別設定ファイルで指定。 
撮影日時 撮影日付に置き換える文字列。 形式は yyyymmddhhnnss  
カメラ名 カメラ名。カメラ別設定ファイルに記述したもの。 
画像名１ 画像ファイル名１に置き換える文字列 
画像名２ 画像ファイル名２に置き換える文字列 
シリアル WEB 側から受け取って処理したコマンドのシリアル番号を返す。シリアルは、後

述するWEBコマンドに関連します。 
自動連番 アラームが発生してからＦＴＰ毎に更新する画像番号で、最初が０。 

アラーム中でないときは０。 
番号 アラーム番号 
アラーム１

発生時刻 
最後にアラーム１が発生したときの時刻 

アラーム 

アラーム２

発生時刻 
最後にアラーム２が発生したときの時刻 

注意１） 

画像名と撮影日時を FTP で利用するときはアップロード直前に置き換えを行います。そして撮影日時は画

情報テキスト 
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像名１のファイルのタイムスタンプとなります。 

これらは、タイミングによっては置き換えできないことがあります。ＷＥＢコンテンツを自作する方は、エラー処

理を考慮する必要があります。 

注意２） 

FTP に使用する通信回線やサーバーの応答速度が遅いとき、アラーム番号と画像名の対応がずれること

があります。このようなときはアップロード間隔を長くしてみてください。 

注意３） 

テキストの一行目には『HermesUSB』プログラムが利用する管理コードが挿入されます。 
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「全般」ページで「□メールを使う」にチェックすると、メール関連のページが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMTPサーバーには、送信メールサーバーのアドレスを記述してください。 

ポートには送信用のポートを設定してください。 

ユーザーＩＤには、ＳＭＴＰサーバーのユーザーＩＤを設定してください。 

接続タイムアウトは、サーバーに接続するまでの最大待ち時間です。通常は１８０秒で十分です。 

送信者名は相手に通知される差出人の名前です。送信者アドレスは、差出人のメールアドレスです。 

 

 

 

メールサーバー 

ＰＯＰ認証 

メール送信時に認証を必要とするサーバーが

あります。HermesUSB はＰＯＰ認証に対応し

ています。 

メールサーバーの設定で 

□ ＰＯＰ認証 

にチェックすると、このページが表示されますの

で、ＰＯＰ３サーバーの設定を行って下さい。

「認証してから・・」の設定値は明示されません

ので、実際に試して決定してください。 
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３． 画像処理ウィンドウのスクリプト詳細説明 

 

画像処理ウィンドウでは、ユーザーが作成したスクリプトを実行させることができます。ここでは動体検知用ス

クリプトを例に、スクリプトの作成方法を説明します。 

 

スクリプトに記述できる命令には以下のものがあります。 

画像処理命令：フィルタ 

コマンド名 用途 

エッジ：一次差分 横 １枚の画像を指定し、横方向一次差分画像に変換します。 

エッジ：一次差分 縦 １枚の画像を指定し、縦方向一次差分画像に変換します。 

エッジ：Roberts 横 １枚の画像を指定し、横方向Roberts差分画像に変換します。 

エッジ：Roberts 縦 １枚の画像を指定し、縦方向Roberts差分画像に変換します。 

エッジ：Sobel 横 １枚の画像を指定し、横方向 Sobel差分画像に変換します。 

エッジ：Sobel 縦 １枚の画像を指定し、縦方向 Sobel差分画像に変換します。 

エッジ：Laplacian 1 １枚の画像を指定し、縦方向 Laplacian差分画像に変換します。 

フィルタのマトリックスには、下記のものを使います。 

0 -1 0 

-1 4 -1 

0 -1 0  
エッジ：Laplacian 2 １枚の画像を指定し、縦方向 Laplacian差分画像に変換します。 

フィルタのマトリックスには、下記のものを使います。 

-1 -1 -1 

-1 8 -1 

-1 -1 -1  
エッジ：Laplacian 3 １枚の画像を指定し、縦方向 Laplacian差分画像に変換します。 

フィルタのマトリックスには、下記のものを使います。 

1 -2 1 

-2 4 -2 

1 -2 1  
ユーザー定義フィルタ１ このバージョンでは利用できません。 

ユーザー定義フィルタ２ このバージョンでは利用できません。 

ユーザー定義フィルタ３ このバージョンでは利用できません。 

ユーザー定義フィルタ４ このバージョンでは利用できません。 

ユーザー定義フィルタ５ このバージョンでは利用できません。 

 

 



 -８２-

画像処理命令：コピー 

コマンド名 用途 

コピー ２枚の画像を指定し、一方を他方へコピーします。 

コピー：明るい点 ２枚の画像を指定し、コピー先より明るいコピー元の点だけをコピーしま

す。コピーした点の数を返します。 

コピー：暗い点 ２枚の画像を指定し、コピー先より暗いコピー元の点だけをコピーしま

す。コピーした点の数を返します。 

コピー：ＲＧＢの差 ２枚の画像を指定し、各点でのＲＧＢ成分の差の絶対値の画像を作成し

ます。 

コピー：矩形領域 ２つの画像を指定し、検査領域のみをコピーします。 

画像処理命令：色調変換 

コマンド名 用途 

色調：階調の反転 １枚の画像を指定し、ＲＧＢ成分を反転します。 

色調：グレースケール １枚の画像を指定し、モノクロ画像に変換します。 

画像処理命令：比較相違 

コマンド名 用途 

相違：青成分の差の合計 ２枚の画像を指定し、青成分の差の合計を計算します。 

相違：緑成分の差の合計 ２枚の画像を指定し、緑成分の差の合計を計算します。 

相違：赤成分の差の合計 ２枚の画像を指定し、赤成分の差の合計を計算します。 

相違：Ｙ成分の差の合計 ２枚の画像を指定し、Ｙ成分の差の合計を計算します。 

相違：Ｃ成分の差の合計 ２枚の画像を指定し、Ｃ成分の差の合計を計算します。 

相違：Ｃ成分の差の二乗の合計 ２枚の画像を指定し、Ｃ成分の差の二乗の合計を計算します。 

分岐制御命令 

コマンド名 用途 

数値比較：大きいとき ２つの数値を比較し、Ａ＞Ｂのときに分岐命令を実行します。 

数値比較：小さいとき ２つの数値を比較し、Ａ＜Ｂのときに分岐命令を実行します。 

待つ：ステップ数 指定されたステップ数の時間だけ、待ち合わせをします。 

分岐：先頭へ スクリプトの先頭に戻ります。 

一行スキップ 次のスクリプトをとばして、その先へ進みます。 

定義：ここを先頭にする スクリプトのリストの先頭を再定義します。 

分岐：画像準備未完了 １枚の画像を指定し、画像が準備できていなければ分岐します。 

待つ：画像更新 １枚の画像を指定し、画像が更新されるのを待ちます。 

分岐：最初から スクリプトの先頭へ移動します。 
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描画命令 

コマンド名 用途 

グラフ：数値追加 １つの変数を指定シ、グラフに追加します。 

グラフ：描画 グラフを描画します。 

グラフ：範囲描画 グラフ：検査領域表示がＯＮのとき、検査領域の外枠を描画します。 

グラフ：水平カーソル表示 水平カーソルを表示します。 

グラフ：検査領域表示 検査領域の外枠を許可・禁止します。 

画像クリア １枚の画像を指定してクリア（黒）します。 

グラフ：平均表示 グラフ表示の際に、均して表示します。 

その他の命令 

コマンド名 用途 

数値表示：レポート画面へ １つの変数を指定し、レポート画面に値を表示させます。 

アラーム１を発生 １枚のカメラ画像ウィンドウを指定して、アラーム１状態にします。 

アラーム２を発生 １枚のカメラ画像ウィンドウを指定して、アラーム２状態にします。 

音声：再生 音声の再生を行います。 
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スクリプトの中で指定できる変数には以下のものがあります。 

数値変数については、ユーザーが新規に追加することもできます。 

 

予約済みの変数名 

画像変数名 用途 

ImageMemA 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＢ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＷ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ImageMemＭ 非表示の画像メモリ。自由に利用可能。 

ThisWin 画像処理ウィンドウの表示画像メモリ。 

 

数値変数名 用途 

MemA 数値メモリ。自由に利用可能。 

MemB 数値メモリ。自由に利用可能。 

MemC 数値メモリ。自由に利用可能。 

MemD 数値メモリ。自由に利用可能。 

MemAVR 数値メモリ。読み出し時には、過去に代入した三つの値の平均を返す。 

Hcursor グラフの水平カーソルの位置 

 

その他予約語 用途 

Skip1Step 分岐命令で１ステップだけスキップする移動指定 

GotoTop 分岐命令でスクリプトの先頭へ移動する指定 
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スクリプトの記述例 

ここで、スクリプトの記述例として動体検知用スクリプトを説明します。 

動体検知は「時間をずらして２枚の画像を撮影し、２枚の画像に大きな相違があると判断されたときに知ら

せる」という仕組みで実現できます。大まかなフローチャートを書いてみると、次のようになります。 

 

 

 

 

カメラ準備ＯＫ？ 

初期化 

カメラ画像を取得 

 →画像メモリＡとＢへコピー 

画像を取得→画像メモリＡへ 

カメラ画像は 

更新された？ 

画像ＡとＢを比較し、相違の

程度を数値として残す。 

画像の相違大？ 

画像メモリＡをＢへコピー 

すこし待つ 

アラーム処理 

いいえ 

はい 

いいえ 
はい 

はい 

いいえ 

開 始 
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先のフローチャートをスクリプトで記述したのが、次のリストです。（このスクリプトはＨｅｒｍｅｓＵＳＢプログラム

と一緒にインストールされるものですが、実際には改良のために変更されているかも知れません。） 

 

リストには視覚的に変化を見るためにグラフ描画関連の命令などを追加しています。ＣＰＵの付加を軽減し

たい場合には、これらの命令を削除してもかまいません。 

時間をずらした２枚の画像を記憶するため画像メモリ ImageMemAと ImageMemBを使っています。２枚

の画像の相違を計算するために、「Ｙ成分の差の合計」を使用しました。 

カメラ画像の雑音の影響を軽減するために、計算値を前後の値と平均し、その結果と閾値（Hcursor の値）

の比較結果でアラームを発生させます。時間平均を計算するために特殊な数値変数 MemAVR がありま

す。この変数に数値を順次書き込んだあとで読み出すと、最後に書き込まれた３回の数値の平均を返しま

す。 
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